
 

 

元
八
王
子
地
域
は
、
東
西
に
通
る
陣
馬
街
道
と

南
北
に
通
る
高
尾
街
道
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た

と
い
え
ま
す
。
こ
の
両
街
道
は
バ
ス
路
線
で
も
あ

り
、
停
留
所
に
は
そ
の
周
辺
の
地
域
を
象
徴
す
る

名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を

挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
で
も
そ
の
前
に
両
街
道
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。 

 

陣
馬
街
道
は
、
恩
方
街
道

・
甲
州
脇
往
還

・
佐

野
川
往
還

・
案
下
道

・
甲
州
裏
街
道
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）

に
そ
の
名
を
陣
馬
街
道
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
都

道

一
四
〇
号
線
で
す
。
追
分
で
甲
州
街
道
か
ら
分

か
れ
、
日
吉
町
を
抜
け
、
横
川
町
、
大
楽
寺
町
、

四
谷
町
、
諏
訪
町
を
通
り
、
切
り
通
し
か
ら
西
寺

方
、
下
恩
方
、
な
ど
を
経
て
和
田
峠
か
ら
神
奈
川

県
に
通
じ
、
上
野
原
宿
で
再
び
甲
州
街
道
に
合
流

す
る
街
道
で
す
。
江
戸
時
代
、
上
野
原
宿
周
辺
や

恩
方
か
ら
白し

ろ

炭ず
み

、
柏
葉

か
し
わ
ば

な
ど
の
物
資
が
江
戸
に
運
ば

れ
ま
し
た
。
甲
州
街
道
を
利
用
す
る
と
宿
継
料
金

が
か
か
り
ま
す
が
、
裏
街
道
と
い
わ
れ
る
陣
馬
街

道
を
利
用
す
れ
ば
宿
継
料
金
が
か
か
ら
な
い
の
で
、

陣
馬
街
道
が
頻
繁
に
使
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

高
尾
街
道
は
甲
州
街
道
の
J

R

高
尾
駅
を
起

点
と
し
て
北
進
し
、
元
八
王
子
町
、
四
谷
町
を
通

り
犬
目
町
な
ど
を
経
て
戸
吹
町
で
滝
山
街
道
に
合

流
し
ま
す
。
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
自
転
車
レ
ー
ス
の
道
路
と

し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「

 

切
り
通
し
」 

陣
馬
街
道
が
元
八
王
子
地
域
を
抜
け
恩
方
地
域 

に
入
る
と
こ
ろ
は
、
左
に
急
カ
ー
ブ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ブ
地
点
の
南
側
の
山
王
林
山
の
頂
上
に

は
日
枝
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
枝
神
社
の

南
崖
下
に
陣
馬
街
道

の

旧
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

道
は
狭
く
両
側
が
崖
で
、

山
を
切
り
開
い
た
形
の
、

ま
さ
に
切
り
通
し
に
な

っ
て
い
ま
す
。
大
正
時
代

（
一
九

一
二
～

一
九
二
六
）
に
自
動
車
交
通
の
便

を
は
か
る
た
め
山
王
林
山
の
裾
を
廻
る
形
で
陣
馬

街
道
を
迂
回
さ
せ
ま
し
た
。
バ
ス
停
名
は
旧
道
の

「

 

切
り
通
し
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。 

 

「

 

神
戸

ご

う

ど

」 
 

「

 

切
り
通
し
」
か
ら
東
側
は

「

 

神
戸

ご

う

ど

っ
原ぱ

ら

」

と
い
う
原
っ
ぱ
で
、

一
面
の
桑
畑
と
麦
畑

が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
町
の
名
と
し
て

は

「

 

神
戸
」
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
「

 

神

戸
」
の
名
は
バ
ス
停

だ
け
で
な
く
町
会
の

名
と
も
な
り
地
元
に
「

 

大
楽
寺
町
神
戸
町
会
」

「

 

上
壱
分
方
町
神
戸
町
会
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

「

 

横
川
」 

陣
馬
街
道
を
八
王
子
市
街

へ
向
か
う
と
水
無
橋

の
ひ
と
つ
手
前
に
こ
の
バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
バ
ス
停
の
左
側
が
横
川
家
で
す
。
横
川
家
は
、



現
在

の
都
立
南
多
摩

高
校
の
前
身
で
あ
る

八
王
子
女
学
校
を
開

校
す
る
な
ど
女
子
教

育
に
貢
献
し
た
横
川

よ
こ
か
わ

楳
子

う

め

こ

の
生
家
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

「

 

慈じ

根
寺

ご

じ

」 

高
尾
街
道
沿
い
の
元

八
王
子
小
学
校
の
前

に
あ
る
バ
ス
停
。
元
八

王

子

町

の
古

名

を

「

 

神
護
寺
村
」
と
い

い
、
「

 

神
宮
寺
」
と

も
書
い
た
そ
う
で
す
。

バ
ス
停
の
名
は
元
八

王
子
町
の
古
名
を
採
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。 

 

『 

石い
し

神
坂

が
み
ざ
か

』 

高
尾
街
道
の
バ
ス
停

「

 

元
八
王
子

一
丁
目
」

と

「

 

元
八
王
子
二
丁
目
」
の
間
に
あ
る
バ
ス
停

近
く
に
日
枝
山
王
神

社
が
あ
り
ま
す
が
、

高
尾
街
道
を
は
さ
ん

だ
向
か
い
側
に
石
神

地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
尾
街
道
の

拡
張
工
事
に
伴
い
旧

位
置
よ
り
五
十
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
南
に
移
設

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「

 

鍛
冶
屋
敷
」 

 

高
尾
街
道
の
バ
ス
停

「元
八
王
子
二
丁
目
」
の

高
尾
寄
り
隣
の
バ
ス
停
が
「

 

鍛
冶
屋
敷
」
で
す
。 

永
正
年
間

（
一
五
〇
四
～

一
五
二

一
）
頃
か
ら
明

治
初
期
に
わ
た
り
、
山
本
但
馬
周

ち

か

重
し

げ

を
祖
と
す
る

刀
工
た
ち
が
八
王
子
市
下
恩
方
下
原

し

た

は

ら

、
横
川
町
下
原
、

元
八
王
子
町
鍛
冶
屋
敷
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。 

 

こ
の
バ
ス
停
の
信
号
を
西
に
入
っ
て
三
十

ｍ
ば

か
り
行
く
と
左
側
角
に

「

 

市
史
跡
刀
匠
武
蔵
太

郎
安
國
鍛
刀
之
地
」
の
縦
長
の
大
き
な
石
碑
が
あ

り
、
そ
の
脇
に
自
然
石
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
前
者

は
昭
和
四
十
六
年
に
八
王
子
市
教
育
委
員
会
が
、

後
者
は
昭
和
六
十

一
年
に
横
川
町
の
個
人
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
い
ず
れ
も
、
刀
匠
武

蔵
太
郎
安
國
が
こ
こ
で
刀
鍛
冶
を
お
こ
な
っ
た
こ

と
を
た
た
え
る
文
章
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
「

 

鍛

冶
屋
敷
」
と
い
う
町
名
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
バ
ス

停
名
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 


